
３０年度事業報告書 

３０年４月１日から３１年３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人 とりで 

１ 事業実施の方針 

・以下の事業を確実に実施することを目標とし、取り組んだ。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

 実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費の 

支出額 

（単位：千

円） 

①人材育成

事業 

 

・山口県子どもソーシャルワ

ーク研究会が企画する研修

会の企画を支援する。 

・本事業年度は、実

施しなかった。 

 

－ 

 

－ 

 

②児童自立

生活援助

事業 

 

 

 

 

・児童養護施設を退所、また

義務教育を終えた１５歳か

ら１９歳の子どもを入居が

入居し、生活援助、就労援

助等を行い、自立を支援し

た。 

そなえ 

「山口県岩国市にある女子 6

名定員の自立援助ホーム」 

ゆめじ 

「平成30年4月1日開設予定、

広島県大竹市にある男子 6

名定員の自立援助ホーム」 

(A)随時 

(B)そなえ 

  山口県岩国市 

  ゆめじ 

  広島県大竹市 

(C)そなえ 4名 

  ゆめじ 3名 

(D)義務教育

を 終 え た

15 歳～ 19

歳の 

男子（ゆめじ） 

・女子 

（そなえ） 

 (E)  

3月末時点 

6名入居（そな

え） 

4名入居（ゆめ

じ） 

そなえ 

27,389 

ゆめじ 

17,262 

 

③小規模住

居型児童

養育事業 

 

 

 

・養育者の家庭に児童を迎え

入れて養育を行う家庭養護

の一環として、保護者のな

い児童又は保護者に監護さ

せることが不適当であると

認められる児童（以下「要

保護児童」という。）に対し、

この事業を行う住居（以下

「ファミリーホーム」とい

う。）において、児童間の相

互作用を活かしつつ、児童

の自主性を尊重し、基本的

な生活習慣を確立するとと

もに、豊かな人間性及び社

会性を養い、児童の自立を

・本事業年度は、実

施しなかった。 

 

 

－ 

 

241 

 



支援する。 

 平成 31年 4月 1日開設準備

をした。 

④子育て短

期支援事

業・夜間養

育事業 

 

 

 

・何らかの理由により一時的

に子どもの養育が困難とな

った家庭の子どもを数日

間、あるいは夜間に預かり、

生活支援を行った。（その家

庭の担当となる地域の市役

所と提携） 

(A)随時 

(B)岩国市・広島県

大竹市 

(C)4人 

(D)一時的に

子 ど も の

養 育 が 困

難 と な っ

た 保 護 者

と そ の 子

ども 

(E)のべ 21人 

3 

⑤障害児通

所支援事

業 

・学校教育法 （昭和二十二 

年法律第二十六号）第一 

条に規定する学校（幼稚 

園及び大学を除く。）に就 

学している障害児につ 

き、授業の終了後又は休 

業日に施設に通わせ、生 

活能力の向上のために必 

要な訓練、社会との交流  

の促進その他の便宜を供  

与する。 

 平成 31年 4月 1日開設準

備をした。 

・本事業年度は、実 

施しなかった。 

 

－ 

 

1,522 

⑥退所児童

等アフタ

ーケア事

業 

 

 

 

・児童養護施設、里親家庭等

での養育を終えた子どもに

対し、日常生活等における

相談、援助を行い、子ども

が集まれるような空間を確

保し、居場所づくりとして

も機能した。 

(A)随時 

(B)山口県内 

(C)2人 

(D)児童養護

施設、里親

家 庭 等 を

退 所 し た

社 会 的 養

護経験者 

(E)のべ 241人 

88 

⑦児童家庭

支援セン

ターを経

営する事

業 

・児童虐待や不登校、発達障

がい児等に対するケアな

ど、専門的援助が必要な子

ども家庭に対し、早期に支

援を展開して児童相談所機

能を補完することを目的と

し、市町村機関の子ども家

庭支援をバックアップす

る。 

・本事業年度は、実

施しなかった。 

 

－ 

 

－ 

 

⑧成年後見

人（未成年

後見人）受

任に関す

る事業 

・意思能力にある継続的な衰

えが認められる場合に、そ

の衰えを補い、その者を法

律的に支援する。 

・本事業年度は、実

施しなかった。 
－ 

 

－ 

 

⑨スクール 

  ソーシャ 

  ルワーカ 

  ー活用事 

  業 

・児童や生徒が学校や日常生

活で直面する苦しみや悩み

について、児童・生徒の社

会環境である家族、友人、

学校、地域に働きかけ、福

祉的なアプローチによって

・本事業年度は、実

施しなかった。 

－ 

 

－ 

 



 解決を支援する。 

⑩里親支援

機関事業 

・児童相談所、里親等及び乳

児院等の児童福祉施設 

（以下「施設」という。）が相

互理解を深め、共通の認識

を持ち、里親等への委託 

等を推進するとともに、社

会の制度理解を深めるなど

里親等の制度の普及啓発を

積極的に行い、里親等の資

質の向上を図るための研

修、里親等に対する相談・

援助など、里親等への支援

を総合的に実施する。 

 

 

 

 

・本事業年度は、実 

 施しなかった。 

 

－ 

 

－ 

 

⑪子どもの 

  貧困対策 

  に関する 

  事業 

 

・地域の小学生から高校生ま 

 での子どもを対象とし、放 

 課後に学習支援、土曜日に 

 食事の提供等を行った。 

・ひとり親家庭や生活保護世 

 帯、就学援助受給世帯など 

 特に支援が必要な子どもを 

 対象とした学習支援を行 

 った。 

(A)随時 

(B)岩国市 

(C)2人 

(D)地域の対

象児童 

(E） 

とりでこども 

食堂 1877人 

とりで塾 

935人 

みらい塾 

（学習支援： 

登録実人数） 

平田  26人 

麻里布 11人 

こども食

堂など 978 

みらい塾

3,494 

⑫法人の目

的を達成

するため

のその他

の事業 

・法人の目的を達成するため 

 のその他事業を行う。 

・本事業年度は、実 

 施しなかった。 

 

－ 

 

－ 

 

(2) その他の事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

 実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費の 

支出額 

（単位：千

円） 

①法人グッズ 

 販売 

 

 

 

・研修会、講演会で講師が話 

した内容を録音したものの 

記録データを、各種講演会 

参加者や関係者へ販売し 

た。また、Ｔシャツやステ 

ッカー等のグッズ販売を行 

った。 

(A)随時 

(B)県内全域 

(C)1人 

(D)社会的養

護 関 係 者

等 専 門 職

や テ ー マ

に 興 味 の

ある県民 

(E) 法人の活

動 に ご 賛

同 い た だ

い た 地 域

住民 

0 

 


